
カ
ラ
ダ
げ
ん
き
運
動
教
室

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
編

▽
日
時　
７
月
31
日（
木
）午
前

10
時
～
11
時
30
分
。

▽
会
場　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
ラ
ラ
ス
ク
エ
ア
宇
都
宮
９
階
）。

▽
内
容　
正
し
い
歩
き
方
と
姿

勢
を
身
に
付
け
る
た
め
の
講
話

と
実
技
。

▽
定
員　
先
着
15
人
。

▽
申
込　
７
月
３
日
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
☎（
627
）６
６
６
６
へ
。

姿
勢
若
々
し
く

ラ
ジ
オ
体
操
を
始
め
よ
う

▽
日
時　
８
月
29
日
ま
で
の
休

館
日
を
除
く
平
日
、
午
前
９
時

30
分
～
約
10
分
間
程
度
。

▽
会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
。

▽
内
容　
良
い
姿
勢
や
呼
吸
が

し
っ
か
り
で
き
る
ラ
ジ
オ
体
操

の
自
主
的
な
実
施
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人
。
小

学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

問
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
627
）６

６
６
６運

動
経
験
が
少
な
い
人
の

た
め
に
運
動
体
験
教
室

▽
日
時　
７
月
28
日（
月
）午
前

10
時
～
11
時
30
分
。

▽
会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
。

▽
内
容　

有
酸
素
・
筋
力
・
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
運
動
体
験
。

▽
定
員　
先
着
15
人
。

▽
申
込　
７
月
３
日
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
☎（
627
）６
６
６
６
へ
。

目
指
せ
脱
メ
タ
ボ

健
康
的
な
体
を
手
に
入
れ
よ
う

ボ
デ
ィ
シ
ェ
イ
プ
教
室

▽
日
時　
８
月
９
・
23
・
30
日
、

午
前
10
時
～
10
時
50
分
。
８
月

９
日
は
11
時
30
分
ま
で
。
全
３

回
。

▽
会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
。

▽
内
容　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
関
す
る
講
話
や
有

酸
素
運
動
な
ど
の
実
技
、
体
組

成
測
定
。

▽
定
員　

64
歳
以
下
で
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
改

善
し
た
い
人
。

▽
定
員　
先
着
30
人
。

▽
申
込　
７
月
３
日
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
☎（
627
）６
６
６
６
へ
。

こ
と
ぶ
き
会
館
で

ペ
ン
字
講
座

▽
日
時　

８
月
27
日
、
９
月

10
・
24
日
、
10
月
８
・
22
日
、

11
月
12
・
26
日
、
12
月
10
・
24

日
、
平
成
27
年
１
月
14
日
、
午

前
10
時
～
正
午
。
全
10
回
。

▽
会
場　
こ
と
ぶ
き
会
館
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人
。

▽
定
員　
抽
選
20
人
。

▽
費
用　
教
材
費
な
ど（
実
費
）。

▽
申
込　
こ
と
ぶ
き
会
館
に
置

い
て
あ
る
申
込
用
紙
ま
た
は
は

が
き
に
、
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
を
書
き
、
７
月
20
日

（
必
着
）
ま
で
に
、直
接
ま
た
は

送
付
で
、〒
321‐0112
屋
板
町
558
、

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
と
ぶ

き
会
館
、☎（
656
）８
７
９
２
へ
。

送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

糖
尿
病
を
予
防
し
た
い

あ
な
た
へ　
毎
日
の
食
生
活
を

見
直
し
ま
し
ょ
う

▽
日
時　
７
月
26
日
、８
月
２・

９
日
、午
後
１
時
30
分
～
４
時
。

８
月
９
日
は
午
前
10
時
～
午
後

３
時
。
全
３
回
。

▽
会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
。

▽
内
容　
管
理
栄
養
士
に
よ
る

糖
尿
病
の
予
防
や
改
善
に
つ
い

◎みんなで語り合おうこころの健康を考える会　▽日時　７月 25 日 (金) 午後 2 時 30 分～ 4 時▽会場　保健
所▽内容　家族のアルコール問題などで悩んだり、生きづらさを感じたりしている人同士の語り合い▽対
象　市内在住の人▽その他　事前に保健師が面接▽申込　電話で、保健予防課☎ (626)1114 へ。

教
室
・
講
座

精神保健を学ぼう　最近のうつ病の動向
　うつ病は、ここ10数年間で著しく増加しています。平
成８年には43.３万人だったうつ病などの気分障がいの総
患者数は、平成20年には104.１万人と12年間で2.4倍に増
加しました。また、その増加と平行するように、自殺者数
も平成10年以降、年間３万人近くを推移しており大きな
社会問題となっています。
　これまでうつ病というと、中高年者の病気と思われがち
でしたが、最近では若者のうつ病も注目されています。
20～30代の死因の１位は自殺です。自殺の原因・動機を
調べると、分かっているだけでもその６割以上が健康問題
で、内訳としてうつ病が約４割を占めています。ある研究
によると、自殺者の約９割が何らかの精神疾患にかかって
いた可能性があるとの報告もあります。
　こうした精神疾病の急増に対して、国はこれまで地域医
療の基本方針となる医療計画に盛り込むべき疾病として指
定してきた４大疾病（がん、脳卒中、心臓病、糖尿病）に、
精神疾患を加えて５大疾病とし、重点的な対策が必要であ
るとの判断を示しました。
　うつ病の増加の原因については諸説ありますが、社会の
変化が大きく影響していることは否定できません。最近、

「新型うつ病」という言葉がよくマスコミで報じられてい
ます。「新型うつ病」は、従来から言われているうつ病と
は症状や治療においてかなり異なります。しかし放置すれ
ばこれまでのうつ病同様、社会に適応できなくなり、場合
によっては最悪の事態へと至る可能性もあります。相談機
関や病院、診療所を受診することをお勧めします。（宇都
宮市医師会　中村 研之）

こころの健康づくり講座
▽日時　8 月 7 日（木）午後２時30分～４時30分▽会場
　東図書館（中今泉３丁目）▽内容　中村研之さん（精
神科医師）によるうつ病に関する講話▽定員　先着 50
人▽申込　７月３日から、電話で、保健予防課☎（626）
1114 へ。
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◎自死遺族支援わかちあいの会「こもれび」　▽日時　7 月 5・19 日( 土 )、午後 2 時～ 4 時▽会場　とち
ぎ福祉プラザ（若草１丁目）▽内容　大切な人を自死により亡くした人々の思いを分かち合う▽対象　家族や
身近な人を自死で亡くした人▽費用　200 円。問栃木いのちの電話事務局☎ (622)7970、保健予防課☎
(626)1114

て
の
講
話
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
調
理
実
習
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

▽
費
用　
500
円
程
度（
食
材
費
）。

▽
申
込　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

健
康
増
進
課
（
保
健
所
内
・
竹

林
町
）
☎（
626
）１
１
２
６
へ
。

シ
ニ
ア
世
代
を
豊
か
に
す
る

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
講
座

▽
日
時　
７
月
12
・
26
日（
土
）、

午
前
10
時
～
11
時
。

▽
会
場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
中
央
１
丁
目
）。

▽
内
容　
「
シ
ニ
ア
世
代
を
豊

か
に
過
ご
す
た
め
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
の
重
要
性
」
と
題
し
た
講

座
。

▽
対
象　
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
。

▽
定
員　
各
先
着
15
人
。

▽
申
込　
７
月
３
日
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話・フ
ァ
ク
ス（
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

で
、
み
や
シ
ニ
ア
活
動
セ
ン
タ

ー（
中
央
１
丁
目
）
☎（
639
）８
５

８
５
、
（
639
）８
５
７
５
へ
。

７
月
の
家
族
介
護
教
室

参
加
者
募
集

▽
日
時　
①
７
月
16
日
午
前
10

時
～
正
午
②
７
月
19
日
午
前
10

時
～
正
午
③
７
月
24
日
午
後
１

時
～
３
時
。

▽
会
場　
①
陽
光

（
緑
５
丁

目
）
②
緑
が
丘
（
緑
３
丁
目
）

③
針
ヶ
谷
上
坪
公
民
館
（
針
ヶ

谷
町
）。

▽
内
容　
①
②
認
知
症
の
人
へ

の
接
し
方
③
在
宅
介
護
と
福
祉

用
具
。

▽
対
象　
要
介
護
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
な
ど
。

▽
申
込　
電
話
で
、
①
②
緑
が

丘
・
陽
光
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎（
684
）３
３
２
８
③
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
雀
宮
・
五
代
若

松
原
☎（
688
）３
３
７
１
へ
。

ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ

Ｓ
サ

タ

デ

ー

ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｄ
ａ
ｙ

聴
覚
障
が
い
を
学
ぼ
う

▽
日
時　
７
月
26
日（
土
）、
８

月
２
日（
土
）、
午
前
10
時
～
正

午
。
全
２
回
。

▽
会
場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
。

▽
内
容　
聴
覚
障
が
い
者
と
一

緒
に
語
り
合
い
、
楽
し
み
な
が

ら
聴
覚
障
が
い
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
つ
い
て
考
え
る
。

▽
対
象　
市
内
に
在
住
か
通
勤

通
学
し
て
い
る
人
。
親
子
で
の

参
加
も
可
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

▽
申
込　
７
月
３
日
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話・フ
ァ
ク
ス（
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
中
央
１
丁
目
）
☎（
636
）１
２

８
５
、
（
634
）２
８
７
０
へ
。

茂
原
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
で

健
康
講
座

1
ひ
め
ト
レ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▽
日
時　

７
月
15
日（
火
）午
後

２
時
～
３
時
。

▽
内
容　
ひ
め
ト
レ
と
い
う
ポ

ー
ル
を
使
い
、
椅
子
に
座
っ
て

行
な
う
簡
単
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

2
食
生
活
改
善
講
座

▽
日
時　
７
月
10
・
24
日
（
木
）

午
前
10
時
～
正
午
。

▽
内
容　
日
常
の
食
事
の
塩
分

チ
ェ
ッ
ク
、
食
生
活
改
善
と
生

活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
の
講

話
な
ど
。

■
会
場　
茂
原
健
康
交
流
セ
ン

タ
ー
。

■
定
員　
各
先
着
25
人
。

■
費
用　
施
設
利
用
料（
実
費
）。

■
申
込　
直
接
ま
た
は
は
が
き

・
フ
ァ
ク
ス
（
講
座
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）
で
、

〒
321‐0126
茂
原
町
777
―
７
、茂
原

健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
☎（
654
）２

８
１
５
、
（
654
）２
８
３
０
へ
。

福祉のまちづくり活動
バリアフリーに優れた施設を教えてください

1福祉のまちづくり活動表彰（他薦のみ）　市内で次のいずれ
かの活動を５年以上継続して行っている個人・団体・事業者。
①高齢者・障がい者などの自立と社会参加を支援する②福祉の
心を育む③高齢者・障がい者などの生きがいづくり④高齢者・
障がい者などの健康づくり活動⑤児童の健全育成。ただし、福
祉関連の団体の事業は対象外。有志の地域住民が行うボランテ
ィア活動は対象。
2福祉のまちづくり施設表彰（自薦可）　市内で、「やさしさを
はぐくむ福祉のまちづくり条例」整備基準に適合し、次の全て
に該当する施設の所有者または管理者。①高齢者や障がい者な
ど、すべての人の利用に配慮し、バリアフリーに優れている②
高齢者や障がい者が利用しやすいようソフト面での対応に努め
ている。ただし、国や地方公共団体の施設、福祉関連施設は対
象外。
■申込　保健福祉総務課（市役所２階）・各 ・ ・ に置い
てある応募用紙（市 からも取り出し可）に必要事項を書き、
７月 31 日（必着）までに、直接または送付で、〒 320-8540
市役所保健福祉総務課☎（632）2919 へ。
■その他　11 月 23 日（日・祝）開催の宇都宮市民福祉の祭典
で表彰します。

シニア講演会
燃えてみないか、今を

夢を持って生きる第二の人生
▽日時　７月 18 日（金）午後２時
～４時。
▽会場　市総合福祉センター。
▽内容　松本育夫さん（栃木 SC
常務取締役）による目標や夢に向
かって生きることについての講演。
▽定員　先着 100 人。
▽申込　７月３日から、直接また
は電話・フ
ァクス（住
所・氏名・
電話番号を
明記）で、
みやシニア
活動センタ
ー☎（639）
8585、（6
39）8575
へ。

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金
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◎フリーダイヤル自殺予防いのちの電話　▽日時　7 月 10 日 ( 木 ) 午前 8 時～ 11 日 ( 金 ) 午前 8 時
（24 時間）▽内容　死にたい・死のうと思っている人や、周囲にこのような人がいるときなどの自殺予
防相談▽フリーダイヤル　☎ 0120(738)556。問栃木いのちの電話事務局☎ (622)7970、保健予防課☎
(626)1114

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

肺
炎
球
菌
は
、

高
齢
者
の
肺
炎
の

原
因
と
な
る
病
原

体
の
中
で
、
最
も
頻
度
の
高
い

も
の
で
す
。
し
か
し
、
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

で
、
肺
炎
を
約
80
パ
ー
セ
ン
ト

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

任
意
の
予
防
接
種
で
す
の
で
、

医
師
の
説
明
を
受
け
、
十
分
に

納
得
し
た
上
で
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
助
成
対
象　
予
防
接
種
を
受

け
る
日
現
在
、
市
内
に
住
民
登

録
が
あ
り
、
過
去
５
年
以
内
に

肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
。
①
70
歳
以

上
②
65
～
69
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ

に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い

を
有
す
る
（
身
体
障
が
い
者
手

帳
１
級
程
度
）。

▽
接
種
場
所　
市
内
の
指
定
医

療
機
関
。
市

を
ご
覧
に
な
る

か
、
保
健
予
防
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
助
成
額　
３
５
０
０
円
。

▽
持
ち
物　
印
鑑
（
ゴ
ム
印
不

可
）、
②
に
該
当
す
る
人
は
身

体
障
が
い
者
手
帳
。

▽
接
種
期
間　
９
月
30
日
ま
で
。

▽
そ
の
他　
指
定
医
療
機
関
以

外
で
接
種
す
る
な
ど
、
助
成
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
対
象
者
に

は
、
申
請
に
よ
り
助
成
金
を
償

還
払
い
し
ま
す
の
で
、
保
健
予

防
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
、10
月
１
日
以
降
、

制
度
が
変
更
に
な
り
、
接
種
の

対
象
年
齢
が
変
更
に
な
る
予
定

で
す
。

問
保
健
予
防
課
☎（
626
）１
１
１

４
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

納
入
通
知
書
を

発
送
し
ま
し
た

　
納
入
通
知
書
が
届
い
た
ら
内

容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
第
１

期
の
納
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。

■
介
護
保
険
料
（
65
歳
以
上
）

　
右
の
表
の
通
り
。

■
納
付
方
法　
右
の
表
の
通
り
。

■
介
護
保
険
料
の
徴
収
猶
予
・

減
免

▽
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
場
合
。
①
第
１
号
被

保
険
者
ま
た
は
そ
の
世
帯
の
生

計
中
心
者
が
、
災
害
で
住
宅
や

家
財
な
ど
の
財
産
に
著
し
い
被

害
を
受
け
た
②
世
帯
の
生
計
中

心
者
の
収
入
が
、
死
亡
・
本
人

の
意
思
に
よ
ら
な
い
失
職
・
農

作
物
の
不
作
な
ど
に
よ
り
著
し

く
減
少
し
た
③
そ
の
他
特
別
な

事
情
が
あ
る
。

▽
申
込　
直
接
、
高
齢
福
祉
課

（
市
役
所
２
階
）
☎（
632
）２
９
０

７
へ
。介

護
保
険

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
身
近

お
知
ら
せ

1介護保険料（65歳以上）
区　分 対　　象 年額保険料

第 1段階
生活保護を受けている人、または世帯全員が
市民税非課税で、老齢福祉年金を受給してい
る人

2 万 4,300 円

第 2段階
世帯全員が市民税非課税で、本人の前年中の
公的年金収入額と前年の合計所得金額の合計
額が 80 万円以下の人

2 万 4,300 円

特例
第3段階

世帯全員が市民税非課税で、本人の前年中の
公的年金収入額と前年の合計所得金額の合計
額が 80 万円を超え 120 万円以下の人

3 万 100 円

第 3段階 上記以外の、世帯全員が市民税非課税で第１
段階または第２段階以外の人 3 万 6,500 円

特例
第4段階

世帯に市民税課税者がいて、本人が市民税非
課税で、前年中の公的年金収入額と前年の合
計所得金額の合計額が 80 万円以下の人

4 万 3,800 円

第 4段階 上記以外の、世帯に市民税課税者がいて本人
が市民税非課税の人 4 万 8,700 円

第 5段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
125 万円未満の人 5 万 4,500 円

第 6段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
125 万円以上 200 万円未満の人 6 万 800 円

第 7段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
200 万円以上 500 万円未満の人 7 万 3,000 円

第 8段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
500 万円以上 1,000 万円未満の人 7 万 8,800 円

第 9段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
1,000 万円以上の人 8 万 5,200 円

▽ 5 月以降に資格取得や喪失があった場合の保険料は、上の表の年
額を月割りで計算した額▽市民税非課税は、保険料を算定した期日
が属する年度に市民税が課税されていないこと▽合計所得金額は、
保険料を算定した期日の前年度中の所得の合計。繰越損失がある場
合は繰越損失前の金額、土地建物などの譲渡所得がある場合は特別
控除前の金額で計算。
2介護保険料の納付方法

対　　象 納付方法 納付月
原則として老齢（退職）・遺族・
障害年金の受給額が年額 18万円
以上の人

特別徴収（公的年金
からの差し引きによ
る納付）

年金支給月
（ 偶 数 月・
年 6 回）

原則として公的年金受給額が年額
18万円未満の人
平成 26年 4月以降に 65歳にな
った、または本市に転入した人

普通徴収（納付書ま
たは口座振替による
納付）

7 月～翌年
2 月の毎月

（年 8 回）

▽平成 26 年度中に 65 歳になった、または転入してきた人は、年金
からの差し引きによる納付に切り替わるまで、納付書で納付してく
ださい。
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◎宇都宮精神保健福祉会やしお会　1相談会　▽日時　7 月 3・24 日 (木)、午前 10 時～正午▽内容　精神障
がい者を抱えた家族に対し、共通の体験をした家族が個別の相談を受ける。2定例会　▽日時　7 月 24
日（木）午後１時 30 分～３時 30 分▽内容　みんなで話し合い、精神障がいについて学ぶ。■会場　保
健所（竹林町）。■申込　電話で、保健予防課☎ (626)1114 へ。

な
生
活
圏
ご
と
に
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
を
作
り
支
援
し
ま
す
。

■
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　
利
用
者
の
状
態
や
希
望
に
応

じ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
あ
る

小
規
模
施
設
に
、
通
所
・
自
宅

訪
問
・
施
設
宿
泊
を
組
み
合
わ

せ
、
在
宅
で
の
生
活
支
援
な
ど

を
受
け
る
。

▽
対
象　
要
支
援
１
か
ら
要
介

護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
。

■
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

施
設
に
通
っ
て
入
浴
・
食
事
の

介
護
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
交
流
、
機
能
訓
練
な
ど
を

受
け
る
。

▽
対
象　
要
支
援
１
か
ら
要
介

護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
、

認
知
症
の
人
。

■
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）　
少
人

数
で
共
同
生
活
を
行
い
、入
浴・

排
せ
つ
・
食
事
な
ど
の
介
護
を

受
け
る
。

▽
対
象　
要
支
援
２
か
ら
要
介

護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
、

１
人
で
の
日
常
生
活
が
困
難
な

認
知
症
の
人
。

■
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者

生
活
介
護　
小
規
模
（
定
員
29

人
以
下
）
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
入
所
し
、
日
常
生
活
上

の
世
話
や
機
能
訓
練
な
ど
を
受

け
る
。

▽
対
象　
要
介
護
１
か
ら
要
介

護
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
、

常
時
介
護
が
必
要
で
自
宅
で
介

護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
人
。

問
事
業
所
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）、

高
齢
福
祉
課
☎（
632
）２
９
０
６

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

薬
は
、
医
師
が

処
方
す
る
医
療
用

医
薬
品
と
薬
局
・

薬
店
な
ど
で
直
接
購
入
で
き
る

一
般
用
医
薬
品
（
市
販
薬
）
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
医

療
用
医
薬
品
は
先
発
医
薬
品

（
新
薬
）
と
後
発
医
薬
品
（
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、

新
薬
を
開
発
し
た
製
薬
会
社
の

特
許
権
が
切
れ
た
後
に
、
厚
生

労
働
省
の
承
認
を
受
け
て
、
他

の
製
薬
会
社
が
ほ
ぼ
同
一
の
有

効
成
分
を
使
い
、
低
価
格
で
製

造
・
販
売
す
る
薬
で
す
。
新
薬

と
比
べ
て
、
薬
の
値
段
が
３
～

５
割
程
度
安
く
な
る
た
め
、
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
に

よ
り
、
被
保
険
者
の
薬
代
の
自

己
負
担
軽
減
や
国
民
健
康
保
険

財
政
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
、

ぜ
ひ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
へ
の
切
り
替
え
に
あ
た
っ

て
は
、
必
ず
、
医
師
や
薬
剤
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

同
一
の
新
薬
に
対
し
て
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
複
数
存
在

す
る
場
合
や
、
新
薬
に
対
し
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
製

造
・
販
売
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

病
院
や
薬
局
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
取
り
扱
っ
て
い
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
☎（
632
）２
３
１

６

■保険料の軽減措置
▽所得の低い人に対する均等割額を 9 割・8.5 割・5 割・
2 割軽減する措置。
▽所得の低い人に対する所得割額を5割軽減する措置。
▽被用者保険の被扶養者であった人に対する均等割額
を 9 割軽減する措置。
▽詳しくは、送付する「保険料額決定通知書」をご覧
ください。
問保険年金課☎（632）2307、県後期高齢者医療広域
連合☎（627）6805

均等割額
4万 3,200 円

後期高齢者医療　被保険者の皆さんへ
■被保険者証が更新されます　現在お使いの被保険者
証の有効期限は、７月 31 日です。新しい被保険者証
を７月中旬に送付しますので、８月１日以降は新しい
被保険者証を使用してください。有効期限の切れた被
保険者証は、保険年金課（市役所１階Ａ 16 番窓口）、
各 ・ ・ へお返しください。
■限度額適用・標準負担額減額認定証　診察を受ける
際に認定証を医療機関に提示すると、医療費の支払い
を一定額にとどめることができ、入院時の食事代も減
額になります。
▽対象　世帯全員が住民税非課税の人。
▽申込　被保険者証と印鑑（ゴム印不可）をお持ちの
上、直接、保険年金課、各 ・ ・ へ。
▽その他　過去に交付を受けたことがあり、平成 26
年度の負担区分が低所得区分に該当する人は、認定証
を被保険者証に同封して送付しますので、申請の手続
きは不要です。
■平成 26年度の保険料額決定通知書を送付します
▽保険料を納付書や口座振替で納める人　７月中旬に

「保険料額決定通知書」と「保険料納入通知書（納付書）」
を送付します。保険料を納付書で納める人は、納付書
の裏面に記載してある金融機関や各 などで納めてく
ださい。
▽保険料を年金からの差し引きで納める人　７月下旬
に「保険料額決定通知書」と「保険料特別徴収開始通
知書」を送付し、10 月・12 月・平成 27 年 2 月に年
金から差し引きする保険料額をお知らせします。
■保険料の算出方法

所得割額
基礎控除（33 万円）後の
総所得金額など×8.54％

＋
保険料

上限 57 万円
（年額）

＝

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金
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◎シルバー人材センター入会説明会　▽期日・会場　7 月 16 日、8 月 20 日、9 月 17 日＝市総合福祉セン
ター（中央１丁目）。7 月 17日、8 月 21日、9 月 18日＝シルバー人材センター北部事業所（白沢町）▽時間
午前 9 時～▽申込　開催日の１週間前までに、電話で、シルバー人材センター宇都宮事務局☎ (633)5300、
北部事業所☎ (673)8020 へ▽その他　詳しくは、お問い合わせください。問高齢福祉課☎ (632)2360

国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
し
た

　
納
税
通
知
書
が
届
い
た
ら
内

容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
社
会

保
険
な
ど
他
の
保
険
に
加
入
し

た
人
は
、
新
し
い
保
険
証
を
お

持
ち
の
上
、
直
接
、
保
険
年
金

課（
市
役
所
１
階
Ａ
14
番
窓
口
）、

各
・
・□
へ
。
な
お
第
１
期

と
全
期
前
納
の
納
期
限
は
７
月

31
日
で
す
。

■
税
率
と
課
税
限
度
額（
年
額
）

　
左
の
表
の
通
り
。

■
納
税
方
法　
金
融
機
関
・
市

の
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵

便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
窓
口
で
納
税
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
納
付
書
は
金
融

機
関
・
市
の
機
関
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
①
納
期
限
を
過
ぎ

て
い
る
②
全
期
前
納
用
③
納
付

書
１
枚
当
た
り
の
税
額
が
30
万

円
を
超
え
る
④
バ
ー
コ
ー
ド
が

な
い
。

■
保
険
税
の
軽
減　
世
帯
の
合

計
所
得
金
額
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
医
療
保
険
分
・
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
・
介
護
保
険
分

の
均
等
割
額
と
平
等
割
額
を
７

割
・
５
割
・
２
割
軽
減
し
ま
す
。

な
お
、
軽
減
を
受
け
る
た
め
に

は
世
帯
全
員
の
所
得
の
申
告
が

必
要
で
す
。

■
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な

ど
に
よ
る
離
職
者
の
た
め
の
軽

減
制
度

▽
期
間　
離
職
の
翌
日
か
ら
翌

年
度
末
ま
で
。

▽
対
象
者　
平
成
22
年
３
月
31

日
以
降
に
離
職
し
た
64
歳
以
下

の
人
で
、
雇
用
保
険
の
特
定
受

給
資
格
者
ま
た
は
特
定
理
由
離

職
者
と
し
て
失
業
給
付
を
受
け

る
人
。

▽
軽
減
額　
前
年
の
給
与
所
得

を
100
分
の
30
と
し
て
所
得
割
額

を
算
定
。

▽
そ
の
他　
途
中
で
就
職
し
て

も
引
き
続
き
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
間
は
軽
減
し
ま

す
が
、
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま

す
。

■
保
険
税
の
減
免
制
度　
災
害
、

会
社
の
倒
産
や
病
気
な
ど
の
た

め
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

が
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、
申

請
に
よ
り
保
険
税
が
減
免
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、

納
期
限
を
過
ぎ
た
期
別
の
税
額

は
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
☎（
632
）２
３
２

０
平
成
26
年
度
国
民
年
金

保
険
料
免
除
申
請

1
保
険
料
免
除
制
度　
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

は
、
申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の

全
額
・
４
分
の
３
・
半
額
・
４

分
の
１
の
い
ず
れ
か
の
免
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象　
前
年
所
得
が
一
定
基

準
以
下
、
ま
た
は
失
業
な
ど
で

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
人
。
た
だ
し
、
家
族
構
成

な
ど
に
よ
り
該
当
し
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

2
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

▽
対
象　
29
歳
以
下
で
本
人
と

配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
基

準
以
下
、
ま
た
は
失
業
な
ど
で

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
人
。

■
期
間　
７
月
～
平
成
27
年
６

月
。

■
申
込　

印
鑑
（
ゴ
ム
印
不

可
）、
年
金
手
帳
、
平
成
25
年

１
月
以
降
の
失
業
を
理
由
と
す

る
場
合
は
離
職
を
証
明
す
る
書

類
な
ど
を
お
持
ち
の
上
、直
接
、

保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
Ａ

17
番
窓
口
）、
各
・
・
□
へ
。

■
そ
の
他

▽
申
請
は
毎
年
度
必
要
。

▽
平
成
26
年
６
月
ま
で
全
額
免

除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
を

受
け
て
い
て
、
継
続
申
請
し
た

人
は
申
請
手
続
き
省
略
可
。

▽
承
認
さ
れ
る
と
年
金
を
受
け

取
る
た
め
の
資
格
期
間
（
最
低

25
年
間
）
に
算
入
。

▽
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
10
年

お
知
ら
せ

■国民健康保険税の税率と課税限度額（年額）

医療保険分 後期高齢者
支援金分 介護保険分

対　象 75歳未満までの全員 40歳以上
65歳未満

①所得割額
（平成 25年中の
合計所得金額－
基礎控除額 33
万円）

× 6.36％ × 2.55％ × 2.07％

②均等割額
（被保険者 1 人
に付き）

2 万 5,900 円 9,800 円 1 万 500 円

③平等割額
（1世帯に付き） 1 万 9,000 円 7,200 円 6,400 円

課税限度額
（①②③の合計） 51 万円 14 万円 12 万円

７月は愛の血液助け合い運動月間
献血にご協力ください

■ 200 ミリリットル献血
▽年齢　16～69歳。
▽体重　男性 45 キログラム以上・女性 40
キログラム以上。
■ 400 ミリリットル献血
▽年齢　男性17～69歳・女性18～69歳。
▽体重　50 キログラム以上。
■成分献血
▽年齢　血しょう＝18～69歳、血小板＝男
性18～69歳・女性18～54歳。
▽体重　男性45キログラム以上・女性40キ
ログラム以上。
■その他
▽ 65歳以上は、60～64歳に献血の経験が
ある人に限ります。
▽献血受け付けに新たに生体（指静脈）認証・
タッチパネル問診回答システム・電子カル
テが導入されました。詳しくは、県赤十字
血液センター http://www.jrcbc.jp/ を
ご覧ください。
問保健所総務課☎（626）１１04
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以
内
に
納
付
す
れ
ば
受
け
取
る

年
金
額
に
反
映
。

問
保
険
年
金
課
☎（
632
）２
３
２

７
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
が
で
き
る
対
象
期
間

が
拡
大
し
ま
し
た

　

４
月
か
ら
、
申
請
時
点
の
２

年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
免
除
申
請
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

▽
対
象　

保
険
料
免
除
制
度
・

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
・
学
生

納
付
特
例
制
度
。

▽
申
込　

印
鑑
（
ゴ
ム
印
不

可
）、
年
金
手
帳
、
失
業
の
場

合
は
離
職
を
証
明
す
る
書
類
な

ど
、
学
生
の
場
合
は
学
生
証
な

ど
を
お
持
ち
の
上
、
保
険
年
金

課
（
市
役
所
１
階
Ａ
17
番
窓

口
）、
各

・

・
□
へ
。

▽
そ
の
他　
所
得
な
ど
に
基
づ

き
審
査
を
行
な
い
ま
す
の
で
、

免
除
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
保
険
年
金
課
☎（
632
）２
３
２

７

国
民
健
康
保
険
・
協
会
け
ん
ぽ

加
入
者
の
た
め
の

特
定
健
診
・
が
ん
検
診

▽
日
時　

８
月
28
日

（
木
）午
前
９
時
～
10

時
30
分
受
け
付
け
。

▽
会
場　

市
医
療
保

健
事
業
団
健
診
セ
ン
タ
ー
（
竹

林
町
）。

▽
内
容　
特
定
健
康
診
査
（
健

康
診
査
）、が
ん
検
診
（
胃・肺・

大
腸
・
前
立
腺
・
子
宮
・
乳
）、

心
電
図
・
貧
血
・
眼
底
検
査
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、
骨
粗
し

ょ
う
症
検
診
。

▽
対
象　
国
民
健
康
保
険
ま
た

は
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し
、
市

内
に
住
民
登
録
の
あ
る
40
歳
以

上
の
人
。
た
だ
し
、
子
宮
が
ん

検
診
は
20
歳
以
上
女
性
、
乳
が

ん
検
診
は
30
歳
以
上
女
性
、
前

立
腺
が
ん
検
診
は
50
歳
以
上
男

性
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
は
満

40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・

70
歳
女
性
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

▽
費
用　
が
ん
検
診
の
み
受
診

料
が
掛
か
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

受
診
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込　
電
話
で
、
健
康
増
進

課
☎（
626
）１
１
２
９
へ
。
な
お
、

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
健
診
案
内
通

知
（
７
月
中
旬
送
付
予
定
）
が

届
い
た
人
は
、
同
封
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
き
、郵
送
で
、

〒
320
‐
8514
大
通
り
１
丁
目
４
―

22
Ｍ
Ｓ
Ｃ
第
２
ビ
ル
、
協
会
け

ん
ぽ
栃
木
支
部
☎（
616
）１
６
９

５
へ
。

問
健
康
増
進
課
☎（
626
）１
１
２

９

健　 康 　診 　査
■１年に１回健康診査を受診しましょう　生活習慣病などの早期発
見・早期治療のために、健康診査やがん検診を実施しています。特定
健康診査を受診する人は、それぞれが加入している医療保険者からの
通知などで、健診の受け方についてご確認ください。
■個別健診
▽申込　受診する前に医療機関へお問い合わせください。 
■集団健診 （地区健診） 
８月特定健康診査・健康診査・各種がん検診 ( 乳がん・子宮がんは除く） 
▽申込　電話で、①～⑫健康増進課☎ (626)1129 ⑬上河内保健セン
ター☎ (674)8787 ⑭河内保健センター☎ (673)6337 へ。

８月乳がん検診 （マンモグラフィ検査・視触診）・子宮がん検診
▽対象　乳がん検診は40歳以上で、昨年度受診していない人。ただし、
30 歳代の人は視触診のみ受診することができます。子宮がん検診は
20 歳以上の人。
▽申込　電話で、①～⑨健康増進課☎ (626)1129 ⑩上河内保健セン
ター☎ (674)8787 ⑪河内保健センター☎ (673)6337 へ。

８月乳がん検診 （マンモグラフィ検査） 
▽対象　乳がん検診は 40 歳以上で、昨年度受診していない人。
※検査後、後日医療機関で視触診の検査が必要です。
▽申込　電話で、健康増進課☎ (626)1129 へ。

■健診受診時の注意
▽受診する際には、 必ず受診券と健康保険証をお持ちください。お持
ちでないと受診できません。 
▽満 70 歳以上の人、 後期高齢者医療制度加入者、 生活保護受給者、 
市民税非課税世帯の人は無料です。 
▽詳しくは、 健康づくりのしおりをご覧ください。 
問健康増進課☎ (626)1129

会　　　　場 期　日　・　受付時間

①市保健センター
2 日 ( 土 ) ～ 4 日 ( 月 )・8 日 ( 金 )・18 日 ( 月 )・
23 日 ( 土 )・24 日 ( 日 )・28 日 ( 木 )・30
日 ( 土 )・31 日 ( 日 )、午後 1 時～と 2 時～

②市医療保健事業団
健診センター 6日( 水 ) 午後 1 時～と2 時～

◎クローン病患者・家族交流会　▽日時　７月 10 日（木）午後 1 時 30分～ 3 時 30分▽会場　県庁舎２
階（塙田 1 丁目）▽申込　午前 10 時～午後 4 時に、電話で、とちぎ難病センター☎（623）6113 へ。問
保健予防課☎（626）1114

会　　　　場 期　日　・　受付時間
①市保健センター
※無料駐車場はありません。
※自転車は立体駐車場１階屋
内駐輪場をご利用ください。

2日( 土 )～4日(月)・8日( 金 )～10日(日)・
17(日)・18日(月)・22日( 金 )～25日(月)・
28日( 木 )・30日( 土 )・31日(日)、午前 9
時～

②市医療保健事業団健
診センター 29日( 金 ) 午前 9 時～
③清原 4日(月)・26日( 火 )、午前 9 時～
④瑞穂野 23日( 土 ) 午前 9 時～
⑤城山 1日( 金 )・28日( 木 )、午前 9 時～
⑥富屋 29日( 金 ) 午前 9 時～
⑦豊郷 7日( 木 )・20日( 水 )、午前 9 時～
⑧篠井 20日( 水 )午前 9 時～
⑨姿川 25日( 月 ) 午前 9 時～
⑩雀宮 21日( 木 ) 午前 9 時～
⑪東 18日( 月) 午前 9 時～
⑫南 27日( 水 ) 午前 9 時～
⑬上河内保健センター 21日( 木 ) 午前 9 時～
⑭河内保健センター 7日( 木 )・11日(月)、午前９時～

会　　　　場 期　日　・　受付時間
①市保健センター 22日( 金 ) 午後 0 時 30 分～
②市医療保健事業団
健診センター 29日( 金 ) 午後 1 時～と2 時～
③清原 4日(月)・26日( 火 )、午後２時～
④瑞穂野 23日 (土) 午後２時～
⑤豊郷 7日( 木 )・20日( 水 )、午後２時～
⑥姿川 25日(月) 午後２時～
⑦雀宮 21日( 木 ) 午後２時 ～
⑧東 18日( 月) 午後 2 時～
⑨南 27日( 水 ) 午後 2 時～
⑩上河内保健センター 21日( 木 ) 午後 2 時～
⑪河内保健センター 5日( 火 ) 午後 2 時～

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金
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